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学校の概要

2011年4月 保護者有志により設立
2012年4月 幼稚部（年中・年長組開講）
2016年4月 文部科学省より認定
2017年4月 中学部開講（2019年度第1期生卒業）

学年度： 　毎年4月から翌年3月まで
授業日数： 　年間３７日
開講日： 　毎週土曜日９時始業１２時まで（幼稚部・小学部・中学部共通）
教材： 　文部科学省認定、在外日本語教育機関で使用する共通の教科書と副教材を使用
生徒数： 　１１３名（2022年4月現在）
　　　　　　　幼稚部3学年、小学部6学年、中学部3学年の計12学年　　　　　　　　　
図書保有数：　２６００冊以上（毎年新書入荷）
学校運営主体：保護者、賛同者を中心に理事会、運営委員会を組織し運営

特色

● 学習指導要領や日本の教科書を軸にしつつ、海外で育つ子供の特徴をよく理解した経験豊富な教
師による授業。

● 運動会、発表会、式典などの各種行事や学年のたての交流を通して、日本の文化・慣習および実践
的な日本語運用能力を体得する機会を提供。

● 保護者間の交流を通じて、毎週日本人のお友達と楽しく遊んだり運動するなど、子供にとっての日本
人社会の存在を大きなものにすることが可能。

教育目的

● 生徒たちが成人した時に日本語がネイティブレベルで使える事。

● 日本人としてのアイデンティティーをもち、世界に貢献できる人を育てる。

幼稚部目標

● 家庭との連携をとり、生涯にわたる人間形成の基礎を養う
1.健康な心と体、
2.他の人々と親しみ関わる力、
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3.日本語でコミュニケーションを取る意欲や力、
4.周囲の環境に好奇心や探究心を持って関わる力、
5. 豊かな感性や創造性 を日本語と日本文化の中で培い、日本語補習校の　　　　　　
小学部への基礎を作る。
（運筆・ひらがな・カタカナ・数字・リズム表現（リトミック等）など）

● 幼稚部全体での活動は、異年齢の園児と活動し、助け合うこと、お手本になること、協力することなど
を学ぶ。また補習校小学部児童とのふれあいを有効活用した環境を提供

小学部目標

1. 授業での活動や休み時間を通して互いに良さを認め合い、友達との対話を通して伝え合う力を養
う。

2. 国語と算数の基本的な知識・技能を日本語で習得する。（国語２時間・算数１時間）
（学年により、理科・社会の教科書を用いた授業も含む）

3. 日本語での言語活動を通して日本の文化・習慣に親しむ。

中学部目標

文科省認定教科書を基に以下を目標に授業を進める。

1. 語彙を増やすだけでなく、社会生活に必要な国語の特質を学び適切に使うことができるようにす

る。（国語　２時間・社会１時間）

2. 日本の歴史や社会状況に対する理解を深めるとともに、他国の文化を尊重することの大切さを学

ぶ。

3. 日本や世界の国々に関する様々な情報を調べ、それを効果的に表現する力を養う

主な行事

入園・入学式、学習発表会、バザー*、古本市、運動会*、避難訓練、書初め、漢検、

お正月などの季節行事*、学部交流会、茶話会*、卒園・卒業式、

注）＊の行事は保護者会主催　（その他、懇談会、授業参観、個人面談日）

保護者会

保護者当番： 各学期に数回程度

係：　 年に一回、一つの係を担当

茶話会：　 　　　年２回程度

2022年度版



（新型コロナウィルスの感染拡大の影響により、校舎使用で行われる学校行事、および保護者会活動の内

容・開催方法などが変更または中止になる場合があります。予めご了承ください。）

費用・教材について　表示の改定授業料は23年度より適用されます。

入学金：＄150

幼稚部　年間授業料：　＄1,250*　（月々＄125の引き落とし    6月7月を除く年10回）

小中学部　年間授業料：　＄1,150*　（月々＄115の引き落とし    6月7月を除く年10回）

兄弟割引の制度あり　（引き落とし一回につき、2人目-$10、3人目-＄20等）

授業料は、原則6月7月を除く年間10回の月々の自動引き落としとなります。年間授業料を10等分していま

す。

年度毎のチェックでの一括払いも可能です。

途中入学の場合は、在籍日数に応じた日割り授業料が適用されます。（一日あたり：幼稚部$34.0*、小・中

学部$31.00*）

別途、教材費が発生します。教材費は年度・学年により異なります。

＜年間教材費の目安＞

幼稚部＄20〜$60

小学部$70〜$120

中学部$50〜$70

教材費には、一年間を通して配布されるワークブック代、教科書送料（国籍のないお子さまは教科書購入費）、ク

ラスで配布されるプリント等の教材、手数料などが含まれています。

＜使用教科書について＞

本校は領事館から配布される在外日本語教育機関で使用する共通の教科書を使用しており、毎年補習校

で一斉に配布しております。

日本から編入される場合は、渡米前に「海外子女教育振興財団」https://www.joes.or.jp/kojin/kyokashoに

て一式お受け取りの上、渡米してください。すでに、渡米されている場合は当校nyugaku@ujls.netまで在庫

をお問い合わせください。
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入園・入学を検討される方へ　「心構え」

1. 目標の確認『日本語でその学年に相応する教科学習ができること』
2. 入園・入学までの日本語力UPと日本語学習環境を整える
3. 家庭学習への協力体制（日本語を話さない家族も含め）
4. トイレトレーニングの完了（幼稚部）

　　
＊入園・入学後、補習校運営や保護者会活動、学校のボランティア活動へのご協力をお願いいたします。

入学・編入までの流れ ＜対面授業時＞

お問い合わせ

↓
学校見学案内・説明会などへ参加

↓
入学希望者はオンライン願書を提出

↓
面接・日本語試験（小中学部）、面談（幼稚部）

↓
合否判定（教務より後日ご連絡いたします）

↓
入学許可者は入学説明会へ参加・入学・編入手続き（事務よりご連絡いたします）

↓
入学式・編入・授業参加

＜補習校での安全および新型コロナウィルス感染拡大防止対策について＞

補習校では、生徒児童、園児、保護者、教員スタッフが安全かつ安心して、対面授業を継続できるよう、

CDC、ユタ州とローカルの保健機関のガイドラインを基に「新型コロナウィルス感染拡大防止・安全対策」を

作成し、対策を実施しております。また、校舎借用校APAと連携し、州政府、管轄のソルトレイク郡議会・保

健所からの指示に従い運営しています。

● 可能な限り、ソーシャルディスタンスを保つようにする

● 手洗い・消毒指導

● 校舎内の人数制限

　　など。詳細は本校ホームページhttps://www.utjps.org/安全対策の欄を御覧ください。
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よくある質問

入園・入学・編入をご検討されている方から入学・編入に関して、よく寄せられる質問です。

回答についての詳細、その他のご質問は事務局までお問い合わせください。

1. 入園・入学はいつでもできますか？

入園・入学希望生徒児童は随時受け付けしております。

幼稚部は学年によって定員満員により、入園の順番待ちをしていただく場合があります。また幼稚

部年長の３学期以降の編入は小学部進級を考慮し、各ケースに合わせての対応となります。手続

きに関しまして、「入学・入園・編入案内」をご参照ください。

2. 見学・体験入学はできますか？

ご希望の方には校内案内・授業見学を実施しておりますので、nyugaku@ujls.netまでお問い合わせ

ください。なお、学校行事や、その他の事情でご希望に添えない場合がありますことをご了承くださ

い。尚、体験入学は実施しておりません。

3. 学年を変更しての入学はできますか？

本校は日本の教育制度に準じ、学齢に応じた学年に編入することが基本になります。入学の際に

日本語力のテストをさせていただき、結果によりひと学年下げての入学ということもあります。尚、飛

び級のように学齢よりも上の学年への入学は認めておりません。

4. 転勤により渡米することになりました。日本の学校で使用していた教科書は使用できますか？

　　　本校は文部科学省認定、海外授業校用指定の共通教科書をしております。

渡米前に「海外子女教育振興財団」https://www.joes.or.jp/kojin/kyokashoにてお受け取りの上、渡

米してください。

すでに、渡米されている場合は当校nyugaku@ujls.netまで在庫をお問い合わせください。なお、編入

後は毎年補習校にて配布いたしております。

5. 子どもは日本の学校に在学し日本語を話しますが、両親は日本語を話すことができません。入

園・入学はできますか？

補習校生徒の日本語の学習は週一回の授業のみならず、家庭学習のサポート、日本語学習環境

が必要不可欠です。補習校からの連絡はすべて日本語のみとなっており、補習校の運営をサポー
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トする保護者会活動も日本語で行われますので、日本語を話す専任の代理の方を選出していただ

くようにお願いしております。

6. 子どもの日本語維持のために入学を検討しています。カリキュラムは日本の学校と同じでしょう

か？

本校では、日本で出版されている海外授業校指定の検定教科書を使用し、文部科学省の学習指導

要領に基づいて授業を行います。小学部１年から6年は国語と算数を、中学部1年から3年生は国語

と社会を勉強します。年間授業日数３７日間の中で日本での１学年分の勉強をしますので、ご家庭

でのサポート、フォローアップがとても大切です。

7. 幼稚部の入園・編入時にパンツ型オムツを履いていても構いませんか？　

幼稚部へ入園を希望されるお子様は、トイレトレーニングが完了していることが必須　となりますの

で、以下の目安をご確認くださいますようお願い致します。

＜トイレトレーニング完了の目安＞

● 日中、おむつ、パンツ型おむつ以外の下着で過ごしている

● 一人でトイレに行ける

● トイレに行きたいということを伝えることができる

8. 休学制度はありますか？

当校に休学制度はございません。長期で欠席なさる場合も在籍中は授業料が発生します。

クラスの定員に余裕がある場合、一旦退学して再入学することは可能です。その場合在籍中の授

業料は日割り計算になります。なお、再入学時に入学金が再度かかりますのでご注意ください。教

材費、保護者会費は同学年に再入学する際は免除されます。
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